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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年3月12日(2015.3.12)

【公開番号】特開2013-169352(P2013-169352A)
【公開日】平成25年9月2日(2013.9.2)
【年通号数】公開・登録公報2013-047
【出願番号】特願2012-35316(P2012-35316)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    3/10     　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月22日(2015.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一のビームが照射される被検眼の第一の範囲を設定する第一の範囲設定手段と、
　前記第一の範囲設定手段で設定された第一の範囲を除く領域に、第二のビームが照射さ
れる前記被検眼の第二の範囲を設定する第二の範囲設定手段と、
　前記第一のビームによる戻り光に基づき、前記被検眼の第一の画像を生成する第一の生
成手段と、
　前記第二のビームによる戻り光に基づき、前記被検眼の第二の画像を生成する第二の生
成手段とを有することを特徴とする眼底撮像装置。
【請求項２】
　前記領域は、前記第一の範囲に所定量を加えた領域であることを特徴とする請求項１に
記載の眼底撮像装置。
【請求項３】
　前記第二の画像に基づき、前記被検眼の動きを検出する検出手段と、
　検出された動きに応じて、前記第一の範囲を補正する補正手段を更に有することを特徴
とする請求項１又は２に記載の眼底撮像装置。
【請求項４】
　前記第一の範囲を走査するための走査手段を有し、
　前記補正手段は、前記走査手段の走査範囲を補正することを特徴とする請求項３に記載
の眼底撮像装置。
【請求項５】
　前記検出手段は、
　前記第二の画像から特徴を有する領域画像を抽出する手段と、
　新たに生成される第二の画像と前記抽出した領域画像とを比較することにより前記被検
眼の動きを検出する手段とを有することを特徴とする請求項３又は４に記載の眼底撮像装
置。
【請求項６】
　前記第一の画像の分解能が、前記第二の画像の分解能より高いことを特徴とする請求項
１乃至５のいずれか１項に記載の眼底撮像装置。
【請求項７】
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　前記被検眼の眼底全体の眼底画像を撮像する手段を有し、
　前記第一の範囲設定手段は、前記眼底画像に基づいて前記第一の範囲を設定することを
特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の眼底撮像装置。
【請求項８】
　前記第一の画像が眼底画像又は眼底断層画像であり、
　前記第二の画像が眼底画像であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記
載の眼底撮像装置。
【請求項９】
　第一のビームが照射される被検眼の第一の範囲を設定する第一の範囲設定工程と、
　前記第一の範囲設定工程において設定された第一の範囲を除く領域に、第二のビームが
照射される前記被検眼の第二の範囲を設定する第二の範囲設定工程と、
　前記第一のビームによる戻り光に基づき、前記被検眼の第一の画像を生成する第一の生
成工程と、
　前記第二のビームによる戻り光に基づき、前記被検眼の第二の画像を生成する第二の生
成工程とを有することを特徴とする眼底撮像方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明に係る眼底撮像装置は、第一のビームが照射される
被検眼の第一の範囲を設定する第一の範囲設定手段と、
　前記第一の範囲設定手段で設定された第一の範囲を除く領域に、第二のビームが照射さ
れる前記被検眼の第二の範囲を設定する第二の範囲設定手段と、
　前記第一のビームによる戻り光に基づき、前記被検眼の第一の画像を生成する第一の生
成手段と、
　前記第二のビームによる戻り光に基づき、前記被検眼の第二の画像を生成する第二の生
成手段と、を有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　ここで、移動量が規定値（ｘ）を超えていない場合は、ステップ３１１に戻り、超えて
いる場合はＡＯ－ＳＬＯ装置のスキャナの駆動に反映させる（ステップ３１３のＹｅｓ）
。このスキャナ駆動による第一の範囲の補正は検出された被検眼の動きに基づいて行われ
、当該処理はＣＰＵ２０１において第一の範囲を補正する補正手段として機能するモジュ
ール領域により実行される。また、当該補正手段は、本形態では走査手段たるスキャナの
走査範囲を補正することによって当該補正を行う。ＡＯ－ＳＬＯの撮像が終了したら、処
理を終了させる（ステップ３１４のＹｅｓ）。
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